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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 45,176 2.5 6,823 17.3 6,840 21.4 4,741 28.2
27年3月期第1四半期 44,082 15.7 5,817 24.3 5,634 7.6 3,698 △6.9

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 3,157百万円 （△7.8％） 27年3月期第1四半期 3,422百万円 （△35.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 37.44 ―
27年3月期第1四半期 29.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 220,478 123,762 55.8
27年3月期 223,608 122,141 54.3
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 122,988百万円 27年3月期 121,373百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 11.00 ― 12.00 23.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 12.50 ― 12.50 25.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 99,000 0.9 14,300 4.2 14,200 1.1 9,600 5.3 75.79
通期 206,000 1.0 30,000 1.8 29,800 △1.8 20,000 2.6 157.90



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 129,500,355 株 27年3月期 129,500,355 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 2,849,081 株 27年3月期 2,837,160 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 126,655,848 株 27年3月期1Q 126,718,686 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費・設備投資に持ち直しの動きがみられ、ま
た企業収益が総じて改善傾向にあるなど、景気は緩やかな回復が続いております。米国経済は成長が
持続、欧州経済は持ち直しの動き、新興国では減速の動きが強まりました。欧州債務問題、中国経済
減速、地政学的リスク、原油価格動向など、不透明感が増しております。 
 
私どもの業界は、日本では、復旧復興・防災減災・インフラ老朽化対策・民間建設投資の持ち直し

により高稼働率が継続し、料金の改善も相俟って、需要の増加傾向が続いています。海外では、地域
毎に需要のばらつきが見られ、欧州・アジア・中東が増加したものの、北米・中南米が減少し、全体
としては横ばいとなりました。 

 
日本向け売上高は、建設用クレーン・高所作業車が増加し、208 億 5 千 1百万円（前年同期比 124.5％）

となりました。海外向け売上高は、大型製品の拡販とプラント・インフラ関連需要の取り込みに注力
したものの、243 億 2 千 5百万円（前年同期比 89.0％）となりました。この結果、総売上高は 451 億
7 千 6百万円（前年同期比 102.5％）となりました。なお、海外売上高比率は 53.8％となりました。 

販売価格の維持改善、原価低減や為替影響等により、営業利益は 68 億 2 千 3 百万円（前年同期比
117.3％）、経常利益は 68 億 4千万円（前年同期比 121.4％）となりました。親会社株主に帰属する四
半期純利益は 47 億 4 千 1百万円（前年同期比 128.2％）となりました。 

 

セグメント別の状況は次のとおりです。 

１）日本 

建設用クレーン・高所作業車の売上が増加し、売上高は356億8千2百万円（前年同期比113.5％）
となり、営業利益は 62 億 9 百万円（前年同期比 141.0％）となりました。 

 

２）欧州 

欧州域外の建設用クレーン売上減少により、売上高は 91 億 4 千 1 百万円（前年同期比 84.4％）
となり、営業利益は 2億 1千 2 百万円（前年同期比 53.0％）となりました。 

 

３）米州 

建設用クレーン需要が減少するなか、拡販と売価改善に注力し、売上高は 87 億 4 千 5 百万円
（前年同期比 91.5％）となり、営業利益は、7 億 3 千 8 百万円（前年同期比 177.0％）となりま
した。 

 

４）その他 

建設用クレーン需要が地域毎にばらつくなか、拡販に注力したものの、売上高は 38 億 9 千 5
百万円（前年同期比 92.5％）となり、営業利益は 2億 1千 7百万円（前年同期比 113.8％）とな
りました。 
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主要品目別の状況は次のとおりです。 

１）建設用クレーン 

日本向け売上は、需要が増加するなか、拡販に注力し、95 億 4 千万円（前年同期比 146.5％）
となりました。 
海外向け売上は、大型製品の拡販とプラント・インフラ関連需要の取り込みに注力したものの、

208 億 5 千 6 百万円（前年同期比 87.4％）となりました。 
この結果、建設用クレーンの売上高は 303 億 9 千 7 百万円（前年同期比 100.0％）となりまし

た。 
 

２）車両搭載型クレーン 

日本向け売上は、需要横ばいのなか、拡販に注力したものの、41 億 7 千 1百万円（前年同期比
95.1％）となりました。 
海外向け売上は、2 億 7 千 4百万円（前年同期比 86.6％）となりました。 
この結果、車両搭載型クレーンの売上高は 44 億 4 千 5 百万円（前年同期比 94.6％）となりまし

た。 

 

３）高所作業車 

需要が増加するなか、レンタル業界向けの拡販に注力しました。インフラ点検用途のニーズの
高まりもあって、高所作業車の売上高は 32 億 8千 4 百万円（前年同期比 147.5％）となりました。 
 

４）その他 

部品、修理、中古車等のその他の売上高は 70 億 4 千 8 百万円（前年同期比 104.1％）となりま
した。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況に関する分析 

（資産の状況） 
総資産は、前連結会計年度末に比べ 31 億 2 千 9 百万円減少の 2,204 億 7 千 8 百万円となりまし

た。主な要因は、たな卸資産の増加 53 億 9 千 6 百万円があったものの、受取手形及び売掛金の減
少 75 億 2 千 3百万円があったことによるものです。 

 

（負債の状況） 
負債は、前連結会計年度末に比べ 47 億 5 千万円減少の 967 億 1 千 6 百万円となりました。主な

要因は、支払手形及び買掛金の増加 29 億 6 千 4百万円があったものの、未払法人税等の減少 48 億
7 千万円や短期借入金の減少 10 億 2千 2 百万円があったことによるものです。 

 

（純資産の状況） 
純資産は、前連結会計年度末に比べ 16 億 2 千 1 百万円増加の 1,237 億 6 千 2 百万円となりまし

た。主な要因は、為替換算調整勘定の減少 20 億 5 千 8 百万円があったものの、利益剰余金の増加
32 億 1千 4百万円があったことによるものです。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年 4 月 28 日付けの業績予想は変更しておりません。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 

（３） 会計方針の変更･会計上の見積りの変更･修正再表示 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下「企業結合会計基準」
という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下「連結
会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7 号 平成 25 年 9 月 13 日。
以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続してい
る場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用
を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当第 1四半期連結会計期
間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直し
を企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。 
加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っており
ます。当該表示の変更を反映させるため、前第 1四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四
半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項（4）、連結会計基準第 44-5 項（4）
及び事業分離等会計基準第 57-4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、当第 1四半期連結会計期
間の期首時点から将来にわたって適用しております。 
 この結果、当第 1四半期連結累計期間の経常利益、税金等調整前四半期純利益及び当第 1四半期連結会
計期間末の資本剰余金への影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 61,533 61,503

受取手形及び売掛金 52,328 44,804

商品及び製品 21,894 28,608

仕掛品 19,844 18,437

原材料及び貯蔵品 9,645 9,735

繰延税金資産 4,107 3,670

その他 3,371 3,069

貸倒引当金 △228 △207

流動資産合計 172,497 169,620

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,713 11,255

機械装置及び運搬具（純額） 3,162 3,192

土地 20,287 20,160

リース資産（純額） 508 485

建設仮勘定 658 751

その他（純額） 1,961 1,821

有形固定資産合計 38,292 37,668

無形固定資産 1,258 1,181

投資その他の資産

投資有価証券 7,849 8,489

繰延税金資産 1,352 1,150

その他 3,322 3,264

貸倒引当金 △964 △895

投資その他の資産合計 11,560 12,008

固定資産合計 51,111 50,858

資産合計 223,608 220,478
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 34,417 37,382

短期借入金 16,083 15,060

リース債務 242 234

未払法人税等 6,670 1,799

引当金 1,784 1,702

未払金 4,498 3,716

割賦利益繰延 115 152

その他 6,019 5,383

流動負債合計 69,832 65,431

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 10,889 10,791

リース債務 405 374

繰延税金負債 169 146

再評価に係る繰延税金負債 2,222 2,222

退職給付に係る負債 7,423 7,223

その他 524 526

固定負債合計 31,634 31,285

負債合計 101,467 96,716

純資産の部

株主資本

資本金 13,021 13,021

資本剰余金 16,849 16,849

利益剰余金 89,513 92,727

自己株式 △2,587 △2,607

株主資本合計 116,796 119,991

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,391 2,831

土地再評価差額金 1,108 1,115

為替換算調整勘定 2,110 51

退職給付に係る調整累計額 △1,033 △1,001

その他の包括利益累計額合計 4,576 2,996

非支配株主持分 767 773

純資産合計 122,141 123,762

負債純資産合計 223,608 220,478
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 44,082 45,176

売上原価 31,424 30,977

割賦販売利益繰延前売上総利益 12,657 14,199

割賦販売未実現利益戻入額 37 57

割賦販売未実現利益繰入額 - 93

売上総利益 12,695 14,163

販売費及び一般管理費 6,877 7,339

営業利益 5,817 6,823

営業外収益

受取利息 36 44

割賦販売受取利息 5 1

受取配当金 70 75

その他 53 48

営業外収益合計 164 169

営業外費用

支払利息 151 109

為替差損 117 28

その他 78 14

営業外費用合計 347 152

経常利益 5,634 6,840

特別利益

固定資産売却益 0 1

特別利益合計 0 1

特別損失

固定資産除売却損 8 12

関係会社清算損 - 12

特別損失合計 8 25

税金等調整前四半期純利益 5,626 6,816

法人税、住民税及び事業税 1,107 1,675

法人税等調整額 803 377

法人税等合計 1,911 2,052

四半期純利益 3,715 4,763

非支配株主に帰属する四半期純利益 16 21

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,698 4,741
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 3,715 4,763

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 202 439

為替換算調整勘定 △527 △2,077

退職給付に係る調整額 31 31

その他の包括利益合計 △292 △1,606

四半期包括利益 3,422 3,157

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,429 3,154

非支配株主に係る四半期包括利益 △6 2
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

（４）セグメント情報等 

  （セグメント情報） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4 月 1日 至 平成 26 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

そ の 他

(注 1) 
合 計 

調 整 額

(注 2) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注 3) 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高 

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

 

24,097 

7,340 

6,360

4,467

9,510

48

39,968

11,856

4,114

95

 

44,082 

11,951 

－

△11,951

44,082

－

計 31,438 10,827 9,558 51,824 4,209 56,034 △11,951 44,082

セ グ メ ン ト 利 益 4,403 401 417 5,221 190 5,412 405 5,817

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額は、セグメント間未実現利益消去 405 百万円であります。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 6 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

そ の 他

(注 1) 
合 計 

調 整 額

(注 2) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注 3) 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高 

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

 

26,541 

9,141 

6,104

3,037

8,724

20

41,370

12,199

3,806

89

 

45,176 

12,288 

－

△12,288

45,176

－

計 35,682 9,141 8,745 53,570 3,895 57,465 △12,288 45,176

セ グ メ ン ト 利 益 6,209 212 738 7,160 217 7,378 △554 6,823

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額には、セグメント間未実現利益消去△555 百万円が含まれております。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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